
- 1 -

寝屋川映像同好会会報

第１５号（20100820）

発行 竹 田 幸 男

■ ８月例会の開催

８ 月 の例 会 はお 盆 を避 け て第 ３ 金曜 日の ２０ 日に開 催。 今年 の記 録的 な猛 暑

に も か かわ ら ず、 今 回の 欠 席は 多 少体 調を 崩さ れた天 野さ んの みで 、他 の方 は

元気に参集されました。（例会の窓参照）

■平成２２年８月例会

日時：平成２２年８月２０日（金）１３：３０

～１６：３０

場所：寝屋川市民活動センター ４階 こども室

出席：新井 石田 小笠原 梶本 田口 竹下 竹嶋 竹田 谷 田渕（１０名）

欠席：天野 （１名） ／（５０音順・敬称略）

例会次第

１．各会員の最近の活動状況・情報交換

①田口博史さんが当同好会に正式に入会されることになりました。

「 第 五小 学 校・ 学 校図 書 館」 を テー マに 図書 館活動 を紹 介す る作 品を 作り た

い 。 高学 年 の子 供 達が 自 らカ メ ラを 使っ てシ ナリオ も作 って 、作 品に 仕上 げ

ることをやらせようと考えている旨、入会に当たっての抱負を語られました。

（来年４月完成目標とのこと）

ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙ

同好会ニュース

例会の窓
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（入会金¥３，０００と年会費半額の¥１，５００を田渕さん収納）

②天野さんが連日続く猛暑で体調を少し崩されて例会を欠席されました。

一日も早い回復を祈ります。

２．報告・連絡・協議事項

①平野郷撮影会の件

・平野郷下見（８月７日（土）実施）の報告

小 笠原 さ んと 上 辻さ ん （寝 屋 川市 映像 協会 ）が平 野郷 の映 像資 料館 館長 松

村氏（８１歳）を訪ね、取材と現地の視察・ビデオ撮影をして来た。

・小笠原さん撮影のビデオ視聴（４７分１７秒）

平野郷の歴史や現在の街づくりの様子がよくわかった。

・今後、映像協会とも相談してスケジュールを詰めて行くことにした。

撮影会の実施は映像協会側の行事が多く多忙のため、少し先になる見込み。

②ＮＶＣ Ｍｏｎｔｈｌｙの記事筆者

・谷さんが終了したので、次は梶本さんが執筆担当。

以降、竹下・竹嶋・田渕・・の順でお願い。（飛び入り歓迎）

・ 先 号の 石 田さ ん の記 事 を見 た 方か ら石 田さ んに励 まし の電 話が 入っ たと の

こと、嬉しいお便りです。

③市民文化祭出品の件

・ 前 回例 会 議事 の 通り 竹 下さ ん ・新 井さ ん・ 谷さん の計 ３作 品を 出品 する 。

（９月１７日締切：竹下さんに代表で手続きをお願い）

④寝屋川市映像協会 第７回映像フェスティバル

・映像協会創立４０周年を迎えての行事

・９月２６日（日）１３：００～ 於：寝屋川市立市民会館

ぜひ参加し、ご覧ください。

⑤その他

・今春ＮＶＣを見られて差し入れをして頂いた由井さんに返礼をしたい。

竹田会長が文案作成し、竹嶋が発送手配をすることになった。

・４月実施の岡山古町ひな祭りの撮影会の返礼もしたい。

田渕さんが撮影したデジカメの写真集（ アルバム１５ページ）が完成。（ 田

渕さんから先行してお届けする）

あと、会員各位のビデオ作品の早期完成を期待。

・寝屋川竹炭づくりの会の「竹炭づくり活動展」の案内

８月１８日（水）～３０日（月） 於：松心会館２階ギャラリー
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３．作品映写

① 「 イ エ ロ ー ス ト ン ・ マ ン モ ス ホ ッ ト ス プ リ ン グ ス の 巻 」： １ ０ 分 竹 下 さ

ん。

（注）寝屋川市民文化祭への出品作品の改良版

水音のレベルダウンを確認しＯＫ。

②「乗り物大好き おじょうちゃん」：１０分１０秒 竹下さん

（ 注 ）ま だ 試作 の 段階 。 作者 の 鉄道 大好 きの お孫さ んを 主演 にイ ンタ ーネ ッ

トから取り込んだ映像を入れたり、工夫しながら作っている。

③「城壁」（改良版Ｖ．４）：９分２７秒 竹田さん

出 た 意 見 ： 前 回 映 写 時 よ り 都 市 が 増 え て い る （ 計 ８ か 国 ）。 作 者 が 過 去 に 撮

り溜めたビデオシーンの多さに感心。

４．次回例会

・９月１０日（金）１３：３０～ 於：市民活動センター４階こども室

・ビデオカメラ担当：田渕さん。

瘋癲老人呻吟記

梶 本 英 克

昔 、 誇 り に 思 っ た 自 国 の 文 化 と 歴 史 が 、 近 年 左 程 魅

力 的 で な く な り 、 先 行 き を 暗 澹 と 眺 め る よ う に な っ て し

ま っ た のは な ぜだ ろ う。 歳 を重 ね て、 よく 分か ってい なか った 物事 がよ く見 え

るようになって、幻想が剥がれ落ちて、魅力を減らしたのだろうか。それとも、

誇 る に 足る と 思っ て いた 、 他国 に ない 文化 や歴 史が光 を失 い、 魅力 が薄 らい で

き た の だろ う か。 ど うも 以 下の 幾 つか のキー ワー ドで 見る と 後 者の 廃 れゆ く

日本の伝統、文化が原因しているように思う。

「 長 幼 の 序 」： 年 齢 と 実 績 不 問 の 蔓 延 。 経 験 主 義 の 偏 見 的 軽 視 。 敬 語 も 消 滅 。

「 達 人 の 評 価 」： 間 違 っ た 平 等 意 識 。 誰 で も 長 く や れ ば で き る と の 熟 練 軽 視 。

プ ロ 意識 の 低下 。 警官 の 犯罪 、 教師 の痴 行、 医師の 加害 、電 車運 転の 定時

運 行 維持 放 棄、 ア ナウ ン サー の 放言 にプ ロ意 識霧散 が見 える 。技 能五 輪優

勝の海外流出も。

「謙譲の美徳」：我さきにと先行優位の意識。弱者庇護は自分の後。

随 想
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「 公 平 無 私 」： 金 、 物 優 先 。 あ ら ゆ る 評 価 は 金 額 基 準 と 数 値 比 較 。 如 何 な る

無法も露見までは合法 の風潮。我利我利亡者徘徊す。

「礼節」：幕末期、異文化との遭遇時、揺るがぬ礼法で感銘を与えたとされる。

最近 は 男子 に 屋内 に て 脱帽 せざ る者 あり 。食 事時に さえ 。海 外旅 行時 、老 い

も若きも我流跋扈。無知蒙昧。

「危機回避能力」：車間を疾走する単車。車道側に子供の歩む親子連れ。

「 万 物 に 敬 意 を 」： 信 仰 は な い が 呪 術 に は 陥 る 。 掌 は 合 わ せ る が 見 返 り を 求 め

る。

「 自 律 ・ 自 制 」： 食 欲 、 性 欲 、 金 銭 欲 、 薬 物 依 存 。 当 今 は 欲 望 の 趣 く ま ま に 。

「内向」：ツイッター、ミクシー。自己表現、自己顕示。「外向」

総 じ て 顧 み る と 「 金 」「 先 行 」「 過 去 の 排 斥 」 が こ の 半 世 紀 、 日 本 を 変 え て

きたようだ。

魅力ある国に戻れるだろうか。

著作権について

竹 田 幸 男

私たちの 映像に関 する創作 と深く関 わりある 「著作権」に

ついて今回は考えてみましょう。著作権と言う言葉について、

皆さ ん の 中に は 、次 の 段 階に 考えた らい いも のだ 、と いう 意

識がまだ残っているように思います。たしかに「個人的にまたは家族的に楽しむ映像」

と いう 段階 では 、全 く考 えな くても いい事で す。しか し作品が 「個人的 」段階を 離れ

て「不特定多数」の方に見て頂く段階では大いに関わってくる事柄です。

著 作 権 法 の 第 一 条 に は 「この法律は、著作物並びに実演、レコード、放送及び有線

放送に関し著作者の権利及びこれに隣接する権利を定め、これらの文化的所産の公正な利

用に留意しつつ、著作者等の権利の保護を図り、もつて文化の発展に寄与することを目的

とする。」 と あ り 、そ の 第 二 条 第 １ 号 に は 「著作物とは、思想又は感情を創作的に表

現したものであつて、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するものをいう。」 と あ り

ます。文化庁のＨＰ（ホームページ）では、次のように解説しています。

「著作物について

著作権法で保護の対象となる著作物であるためには，以下の事項をすべて満たすもので

ある必要があります。

(1) 「思想又は感情」を表現したものであること

ＡＶＣメモ
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→ 単なるデータが除かれます。

(2) 思想又は感情を「表現したもの」であること

→ アイデア等が除かれます。

(3) 思想又は感情を「創作的」に表現したものであること

→ 他人の作品の単なる模倣が除かれます。

(4) 「文芸，学術，美術又は音楽の範囲」に属するものであること

→ 工業製品等が除かれます。」

なお、詳しくは著作物の例示として第１０条に、

「第十条 この法律にいう著作物を例示すると、おおむね次のとおりである。

一 小説、脚本、論文、講演その他の言語の著作物

二 音楽の著作物

三 舞踊又は無言劇の著作物

四 絵画、版画、彫刻その他の美術の著作物

五 建築の著作物

六 地図又は学術的な性質を有する図面、図表、模型その他の図形の著作物

七 映画の著作物

八 写真の著作物

九 プログラムの著作物 」

とあり、七の映画の著作物が映像作品に該当すると考えます。

こ の 著作 権 の存 続 期間 は 、著 作 権法 ５１ 条に より、 下記 のよ うに 規定 され て

い ま す 。日 本 にお い ては ベ ルヌ 条 約に 忠実 に死 後５０ 年間 です が、 米国 やＥ Ｕ

で は ７ ０年 、 メキ シ コで は １０ ０ 年間 もあ り、 今後長 期化 する 可能 性が あり ま

す。

「第五十一条 著作権の存続期間は、著作物の創作の時に始まる。

2 著作権は、この節に別段の定めがある場合を除き、著作者の死後（共同著作物にあつ

ては、最終に死亡した著作者の死後。次条第一項において同じ。）五十年を経過するまで

の間、存続する。」

さらに文化庁のＨＰでは

「著作権，著作者人格権，著作隣接権は，著作物を創作した時点で発生します。権利を得

るための手続は，一切必要ありません。」

と あ り ます 。 即ち 皆 さん の 映像 作 品は 作品 を作 り上げ た時 点で 発生 して いる の

で す 。 これ が 出願 し て登 録 しな け れば 効果 が発 生しな い特 許権 など とは 違う 点

です。

し か し皆 さ んは 自 ら著 作 権を 発 生さ せる と同 時に、 この 作品 の中 に他 人の 著

作 権 も 利用 す ると い う場 面 も発 生 しま す。 たと えばＢ ＧＭ とし て既 成の 音楽 を

利用するという場合です。
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著 作 権に は 著作 隣 接権 と いう 用 語が あり ます 。音楽 で言 えば 作詞 や作 曲を し

た 人 に は著 作 権が 発 生し ま すが 、 これ らの 音楽 を編曲 した り演 奏し たり 、Ｃ Ｄ

を作った人にこの権利が発生します。ですから古い曲で、作曲者の死後５０（ ７

０ ） 年 を経 過 して い ても 、 それ ら の曲 を編 曲し 、演奏 し、 録音 した ＣＤ には 著

作 隣 接 権が 残 って お り、 こ のＣ Ｄ を使 うと 著作 権に引 っか かる わけ です 。そ れ

で は 自 分で 演 奏し た り、 歌 った り 作曲 ソフ トで 演奏さ せた りす れば いい か、 と

い う と 、作 曲 者の 死 後５ ０ （７ ０ ）年 経っ てい ないと か、 作曲 は古 いが 、編 曲

は 新 し いと か 、そ の 曲に 歌 詞を 付 けた 人が まだ 生きて いる 、な どな ど、 細か い

点がいっぱいあります。

そ う い う 意 味 で は 、「 著 作 権 フ リ ー 」 と 称 し て 売 っ て い る Ｃ Ｄ な ど を 利 用 す

る の が 早道 で しょ う 。し か しこ れ らの 素材 でも 用途が 限ら れて いる もの 、た と

え ば 商 業利 用 には 追 加の 料 金が 要 る、 など の条 件が付 いた もの もあ り、 利用 の

際は注意書きをよく見る必要があります。

し か し、 皆 さん が 作品 を 作る と き、 著作 権フ リーの 音楽 より も、 耳に なじ ん

だ ク ラ シッ ク 音楽 や 思い 出 のあ る 映画 音楽 、心 を揺さ ぶる 最近 はや りの 楽曲 等

を Ｂ Ｇ Ｍに 使 いた い 、と い う思 い があ るで しょ う。我 々の 力量 では 場面 に合 わ

せ た 音 楽を 作 曲し て 、演 奏 して ・ ・・ など 、能 力的に も経 済的 にも 、と ても で

き る も ので は あり ま せん 。 つい 皆 さん の知 って いる音 楽の 魅力 を利 用し て、 そ

の上に自分の映像世界を築いてみたい、という思いがあります。

こ の 著作 権 によ る 制約 が 最も 顕 著に 出て くる のがコ ンテ スト です 。多 くの コ

ンテストは「著作権問題がクリアされている」ことを応募の条件としています。

こ れ に 引っ か かる と 入賞 で きま せ ん。 ＮＨ Ｋな どが募 集し てい るも ので は「 著

作 権 が ある も のに つ いて は 申し 出 るこ と」 とい う但し 書き があ りま す。 これ は

恐 ら く 優れ た 作品 は ＮＨ Ｋ が著 作 権処 理を した うえで 公表 する こと でア マチ ュ

ア の 創 作を 後 押し し てく れ てい る のだ と勝 手に 解釈し てい ます 。も う中 止に な

り ま し たが ビ クタ ー 主催 の 東京 ビ デオ フェ ステ ィバル にも 同様 の規 定が あっ た

よ う に 記憶 し ます 。 この よ うに 大 きな 財力 をバ ックに した 組織 では 出来 るこ と

が 、 小 さな （ 格は 高 いか も しれ な いが 金の ない ）コン テス トで はで きな いと い

う も ど かし さ があ り ます 。 著作 権 とい う権 利意 識の高 まり の風 潮の 中で 、金 の

な い ア マチ ュ アに も っと 創 作の 助 けに なる 救い の手を さし のべ て欲 しい 。そ れ

が 文 化 の底 辺 をか さ 上げ し て、 著 作権 法に 謳う 「もつ て文 化の 発展 に寄 与す る

こ と を 目的 と する 」 こと に なる の では ない か、 と切に 思い ます 。 ■


